
10月10日に東那須野公民館にて開催された「第1回那須塩原駅
周辺まちづくりビジョン有識者会議」。渡辺市長のほか3人※の有
識者による意見交換が行われました。各委員と意見の内容を紹介
します。 ※委嘱された委員は4人。涌井委員は都合により欠席。

那須塩原駅からの景色はやはり最大の魅力ですが、駐
車場などが多く、少しまとまりがないと誰しもが感じると思
います。一方で、那須塩原市はぜいたくなほど多様な資
源を持っているのに、住んでいる人はなかなかそれに気
付いていません。人を呼び込むためには、新たなモノを
作るだけでなく、自分たちのまちを誇りに思えるような活
動が生まれると良いのではないかと思います。自分たち
のまちを誇りに思うことがなければ、まちは変わりません。

世界的にはSDGsなど環境重視の動きがあり、新たなテ
クノロジーの流れも無視できません。もともと人間はアナ
ログな存在であり、自然とテクノロジーの掛け合わせが
肝心です。シリコンバレーのように、豊かな自然を背景と
した食や農につながる環境が、産業立地に最適との見
方も多くあります。那須塩原は自然に溢れており、自然的・
文化的個性を維持しつつ、多様性と寛容性を兼ね備える

「場」を重視した地域づくりが重要です。
※上記は、事前に提供されたコメントの要約です。
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那須塩原駅周辺まちづくりビジョン有識者会議

那須塩原市はクリーンエネルギーを含めた自然の豊かさ
と開拓の歴史が魅力的です。一方で、環境にやさしいま
ちというのは日本全体で見ると当たり前になってしまうかも
しれません。那須塩原でないと出せない良さを見つけ、
いかに個性として打ち出すかが肝心です。小水力発電で
生まれた環境に優しいエネルギーが画期的な農業や酪農
に使用され、美味しいチーズやワインが作られる。そん
なストーリーツーリズムが生まれると面白いと思います。

那須塩原駅は那須地域全体の交通の中心ですが、駅か
ら降りたときに那須のイメージがありません。素晴らしい
景観が目の前にありますから、那須の非常に良いイメー
ジを那須塩原駅周辺に凝縮できれば良いと思います。ま
ちづくりは、どのような施設を作るかよりも、誰をターゲッ
トにし、どうイメージさせるかが重要。軽井沢は良好な
別荘地を感じさせます。那須も地元の資源を使ってイメー
ジを作り上げていかなければなりません。

まちづくり将来像の策定がスタート
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栃木県北の玄関口・那須塩原駅。地域交通の結節点であり、那須地域の中心的な位置づけを担って
います。新庁舎建設を含めたまちづくりを進めるに当たって、駅周辺の魅力を高めるためのビジョ
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那須塩原の強みと今後の可能性とは？

東京都市大学環境学部特別教
授やなごや環境大学学長な
ど、環境に関する知識や経験
が豊富であり、環境の視点か
ら有識者会議に参画。
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郎 氏

東京都市大学環境学部特別教授

第2次那須塩原市総合計画の
審議会の会長として、本市の
まちづくりに貢献。有識者会
議では総合的な視点で参画。

山
や ま し ま

島 哲
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夫 氏

宇都宮共和大学副学長

他自治体におけるまちづくり
や新庁舎建設に関する知識や
経験が豊富であり、主にまち
づくりの視点から有識者会議
に参画。

小
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二 氏

筑波大学名誉教授

まちづくりや都市空間だけで
なく、庁舎建設や景観審議な
どの知識や経験が豊富であ
り、主に建築の視点から有識
者会議に参画。
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公雄 氏
亜細亜大学都市創造学部長
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